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有斐閣ストゥディア  

八木信一・関耕平『地域から考える環境と経済――アクティブな環境経済学入門』 

 

正誤表 

 

発行所 株式会社有斐閣 

2019年 3月 30日 初版第 1刷発行 

ISBN 978-4-641-15067-6 

 

 本書の内容につきまして，下記の通り誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 

 

第 1刷（2019年 3月 30日発行）の正誤表 

●18ページ，3行目～4行目： 

［誤］実際に，日本など先進国の政府は， 

［正］実際に，日本などの先進国の政府は， 

 

●24ページ，Column❷，13行目～14行目： 

［誤］さらに，森林環境税は 2024年度から国税化されることが決定しています。 

［正］さらに，森林環境税は 2024年度から国税としても課されることが決定して 

います。 

 

●24ページ，Column❷，20行目～21行目： 

［誤］国税化されることによって，このような森林環境税の「思想」も引き継がれていく

のでしょうか。 

［正］森林環境税が国税としても課された後，このような森林環境税の「思想」は引き 

   継がれていくのでしょうか。 

 

●33ページ，17行目 

〔誤〕イタイイタイ病は，富山県の神通川（じんつうがわ）流域で 

〔正〕イタイイタイ病は，富山県の神通川（じんずうがわ）流域で 
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●45ページ，14行目～15行目： 

［誤］自動車の集中による大気汚染を食い止めるといった間接的手段    が提起される 

   など， 

［正］自動車の集中による大気汚染を食い止めるといった間接的手段が提起されるなど， 

（補足）間接的手段は他の章のキーワードにはありません 

 

●98ページ，5行目～6行目： 

［誤］たとえば，おいしい農産物をたくさん育んでくれる土地である農地は， 

［正］たとえば，おいしい農作物をたくさん育んでくれる土地である農地は， 

 

●133ページ，図 6.3： 
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●150ページ，2行目～3行目： 

［誤］まちづくりに積極的にかかわっている住民たちに「巻き込まれる力」をつける中 

で， 

［正］まちづくりに積極的にかかわっている住民たちから「巻き込まれる力」をつけて 

   もらう中で， 

 

●180ページ，11行目： 

［誤］さらに第２部で述べた，  

［正］さらに第２節で述べた， 

 


